
― 「ひょうごオンリーワン企業」に認定された感想を
 お聞かせください

 弊社の仕事は、ものづくりの基礎となる「安心」を提供す
ることです。ものづくり企業を支える縁の下の力持ちである
弊社に、スポットライトを当てて頂き感謝しております。社員
のモチベーション向上にも繋がるため、大変うれしく名誉な
ことだと思っています。法人顧客向けのビジネスである上に、
自社で製品を作っていませんので、一般の方と接する機会が
ほとんどありません。社員でも説明が難しい弊社の仕事を、
社員の家族が知る機会にもなると思いますし、これから入社
を希望してくれる学生が増えることを期待しています。

― 御社の哲学にもなっている「試験片供養塔」が
 建っています

 試験片は丹精込めて作っても、試験の目的を果たしてしま
えば一瞬でその役目を終えてしまうものです。そうした儚い
命に感謝を込めて供養しようと、1985年に創業者が建立し
ました。年に一度、弊社で使用したものだけでなく、お客様の
元にある試験片も一緒に供養塔に納片し、供養祭を行ってい
ます。

― 材料試験とはどういう仕事かお聞かせください

 弊社は、世界一信頼性の高いデータを提供することで、顧
客に喜びと感動を与え、社会に貢献することをミッションと
しています。
弊社が手掛けるのは、顧客の要望に応じて工業材料（金属や
高分子材料）の試験を行い、その材料の信頼性を解析、評価
する仕事です。1947年の創業から間もなく、そうした試験
を行うための材料を、規格に沿った形やサイズに加工する
「試験片加工」と呼ばれる仕事を受注し始めたところ、試験を
行う側にも立ってみないかというお客様からの依頼を受け
たのが始まりです。
製品が壊れないように設計するには、材料の限界を知る必要
があり、その限界を知るためには、壊さなくてはなりません。
壊れない材料を作るために壊して調べること、それが「試験」
と呼ばれる仕事の中身です。また、弊社が取り扱う材料は代
替品のない唯一無二のもの。例えば長時間使用した劣化材
や、研究開発のために特殊な条件、環境下で長時間加熱した
実験材などです。それゆえに失敗が許されませんので、厳重
な品質管理が求められます。

― 試験場として大切にしてこられたことを教えてください

 試験片加工と一口に言っても、規格に合った形状に加工
さえできればいいわけではありません。加工途中で熱による
影響や余計な負荷がかかると、材料の性質や組織が変わっ
てしまうことがあるのです。決められた手順で加工する必要
があるのですが、その手順にはゆっくり切断したり少しずつ
変化を加えたりといった、弊社ならではのノウハウが込めら
れています。材質や目的に応じた適切な試験方法の選定、
ルールや手順に従った正確な試験を行うことによって、信頼
性の高いデータを出すことができるのです。
データの精度は大きな影響を及ぼします。一定基準を満たさ
ないものが世の中に出てしまうと、リコールやトラブルにつ
ながりかねません。発注いただく顧客だけではなく、その向
こう側にいる人々の安心安全に繋がっていることを、常に全
社員が意識して業務に取り組んでいます。

― オンリーワンポイントに繋がる御社の「特長」や「強み」 
 はどこにありますか？

 弊社の特徴は「一括受託試験システム」「独立資本による
第三者機関」「世界に認められた品質保証体制」の3つです。
中でも一括受託試験システムは、テーマへの参画から試験方
法の策定、試験片加工、試験の実施、解析・評価の結果報告後
のアフターフォローまで行えるワンストップサービス。お客様
に対する利便性の良さが強みです。報告後に異変があれば、
材料に問題があるのか試験途中の不具合なのかなど、どこ
に原因があったのかをたどることができるトレサビリティ
（追跡可能性）も大きなポイントです。
また、品質保証体制においては、外部機関の認定・認証を得
ることで、試験場としての客観的な品質保証力に信頼をいた
だいています。そのひとつが「Nadcap」です。Nadcapとは
航空宇宙・防衛産業界の特殊工程の国際認証制度で、
Nadcapの認証を取得しなければ、世界の航空宇宙関連プラ
イムメーカーのベンダーリストに登録されず、取引を行うこ
とすら適いません。弊社は、2006年に材料試験所としての
認定を、2017年には非金属材料試験（機械試験）の認定を、
いずれも国内企業として初めて取得。徹底した品質管理が行
われる航空機試験において、弊社のデータの信頼性が認め
られたのです。

― 一括受託試験システムを活かした技術開発も、
 御社の「強み」です

 技術開発の一例として、「ミニチュア試験片による一連の
評価ソリューション」という取り組みがあります。これは、採
取した最小限のサンプルからミニチュア試験片を加工したう
えで、独自開発した試験機を使用し、実機の余寿命評価や損
傷原因の調査に取り組もうというものです。
そもそも試験片の規格は、大きなサイズでの試験・評価が前
提です。しかし、希少な材料や小さな部品など、大きな試験片
が作れず評価ができない場合、小さなサンプルを使って評価
する必要があります。弊社には小さな試験片の加工技術も
試験技術もあるうえ、試験機も自社で開発・設計・製作を行っ
ています。こうした新しい試験方法の提案に取り組むことが
できるのは、一括受託試験システムを持つ弊社ならではの特
徴です。

― オリジナル技術を生み出すための社員教育や雰囲気づくり、 
 技術向上のための取り組みを教えてください

 品質管理に求められるのは人材の育成です。弊社では３
つの大きな取り組みを実施しています。
まずは、研修制度です。技術者としての能力を客観的に証明
するため、資格取得を推奨、支援しています。国家資格である
一級技能士（機械試験、組織試験など）の保有者が70名を超
えるなど、業務を通じて資格取得ができる環境を整えていま
す。また、大学や国内外の研究機関とも密に連携しており、最
先端の技術交流を行っています。さらに、博士号などの学位
取得への挑戦も大切な取り組みの一つです。
次に、技術顧問による教育プログラムがあります。九州大学
の名誉教授をはじめ、専門家を技術顧問として迎え入れてい
ます。さらに近年は、弊社が関わらせていただいた企業のプ
ロジェクト責任者にお越しいただき、試験による評価がどう
活用され、どんな結果に繋がったのかを講演いただく取り組
みも行っています。「見えない仕事」を「見える形」にして社員
に伝えることで、自分たちの仕事が役に立っていることを実
感できます。現場のモチベーションを高め、技術力向上にも
つながっていることを感じます。
さらに福利厚生の一環として、社員旅行や秋祭りなどを通じ
コミュニケーションを育みながら、働きやすい環境づくりも
行っています。

― 受託試験にとどまらず、新たな技術開発に取り組むための 
 最新情報を、どう獲得されていますか？ 

 顧客ニーズを掴むべく、営業活動に力を入れるとともに、
その顧客ニーズを叶えるための社内技術開発プロジェクト
を積極的に展開しています。中でも力を入れている取り組み
が、企業や大学との共同研究です。
大学や国立研究所へ技術者を派遣し、最先端技術の取得に
努めています。今後の展望として視野に入れているのが米国
の国立研究所との技術交流です。充実した環境で研究に携
わることで、まだ製造方法が確立されず製品化もされていな
い新素材に対し、パイオニアとしていかに試験の規格を見つ
け、自社独自のものにしていくかを大切にしています。

― 今後の展望をお聞かせください

 エネルギー業界、自動車業界、航空機業界に次ぐ新たな４
本目の主力業界を開拓することが目標です。さらに、国内だ
けでなく、国外の販路開拓を進めています。2017年に、フラ
ンス最大の国営研究機関である機械産業技術センター
（Cetim）と業務提携を行いました。また韓国やミャンマーか
らの技術者を受け入れることで、ヨーロッパとアジアのもの
づくりを繋ぐ架け橋として、研究支援事業をビジネス展開し
ていきたいと思っています。
一方、技術開発においては、主に火力プラントを対象とした
「放電サンプリング装置」の販路拡大を目指しています。サン
プル採取から試験片加工、試験、評価までをパッケージとし
て提案。データを蓄積することで、新しい試験方法としての
規格をつくりたいと考えています。

― 「オンリーワン企業」をめざす企業へのメッセージを
 お願いします

 自社を深く見つめると、必ず何かのオンリーワンが隠れて
いると思います。弊社は、特別なことをしてきたわけではあり

ません。誰かの真似をしたわけでも、お手本になる企業が
あったわけでもなく、顧客ニーズに耳を傾け、既存の技術や
サービスを磨き続けてきた結果だと考えています。業界の
リーディングカンパニーとして、試験ビジネスという新たな
領域を自分たちの手で切り開き、走り続けてきたという自負
を持って、日々の業務に取り組んでいます。
とは言え、弊社にも課題は多く残されています。例えば、顧客
から指示された試験を実施するだけのオペレーターから脱
却し、顧客に求められているニーズを読み取り試験を提案す
るエンジニアを増やすことなど、まだまだ取り組むべきこと
も山積しています。今後も更なる成長を目指し、努力を続け
ていきます。
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「放電サンプリング装置」の販路拡大を目指しています。サン
プル採取から試験片加工、試験、評価までをパッケージとし
て提案。データを蓄積することで、新しい試験方法としての
規格をつくりたいと考えています。

― 「オンリーワン企業」をめざす企業へのメッセージを
 お願いします

 自社を深く見つめると、必ず何かのオンリーワンが隠れて
いると思います。弊社は、特別なことをしてきたわけではあり

ません。誰かの真似をしたわけでも、お手本になる企業が
あったわけでもなく、顧客ニーズに耳を傾け、既存の技術や
サービスを磨き続けてきた結果だと考えています。業界の
リーディングカンパニーとして、試験ビジネスという新たな
領域を自分たちの手で切り開き、走り続けてきたという自負
を持って、日々の業務に取り組んでいます。
とは言え、弊社にも課題は多く残されています。例えば、顧客
から指示された試験を実施するだけのオペレーターから脱
却し、顧客に求められているニーズを読み取り試験を提案す
るエンジニアを増やすことなど、まだまだ取り組むべきこと
も山積しています。今後も更なる成長を目指し、努力を続け
ていきます。

ミニチュア試験片



― 「ひょうごオンリーワン企業」に認定された感想を
 お聞かせください

 弊社の仕事は、ものづくりの基礎となる「安心」を提供す
ることです。ものづくり企業を支える縁の下の力持ちである
弊社に、スポットライトを当てて頂き感謝しております。社員
のモチベーション向上にも繋がるため、大変うれしく名誉な
ことだと思っています。法人顧客向けのビジネスである上に、
自社で製品を作っていませんので、一般の方と接する機会が
ほとんどありません。社員でも説明が難しい弊社の仕事を、
社員の家族が知る機会にもなると思いますし、これから入社
を希望してくれる学生が増えることを期待しています。

― 御社の哲学にもなっている「試験片供養塔」が
 建っています

 試験片は丹精込めて作っても、試験の目的を果たしてしま
えば一瞬でその役目を終えてしまうものです。そうした儚い
命に感謝を込めて供養しようと、1985年に創業者が建立し
ました。年に一度、弊社で使用したものだけでなく、お客様の
元にある試験片も一緒に供養塔に納片し、供養祭を行ってい
ます。

― 材料試験とはどういう仕事かお聞かせください

 弊社は、世界一信頼性の高いデータを提供することで、顧
客に喜びと感動を与え、社会に貢献することをミッションと
しています。
弊社が手掛けるのは、顧客の要望に応じて工業材料（金属や
高分子材料）の試験を行い、その材料の信頼性を解析、評価
する仕事です。1947年の創業から間もなく、そうした試験
を行うための材料を、規格に沿った形やサイズに加工する
「試験片加工」と呼ばれる仕事を受注し始めたところ、試験を
行う側にも立ってみないかというお客様からの依頼を受け
たのが始まりです。
製品が壊れないように設計するには、材料の限界を知る必要
があり、その限界を知るためには、壊さなくてはなりません。
壊れない材料を作るために壊して調べること、それが「試験」
と呼ばれる仕事の中身です。また、弊社が取り扱う材料は代
替品のない唯一無二のもの。例えば長時間使用した劣化材
や、研究開発のために特殊な条件、環境下で長時間加熱した
実験材などです。それゆえに失敗が許されませんので、厳重
な品質管理が求められます。

― 試験場として大切にしてこられたことを教えてください

 試験片加工と一口に言っても、規格に合った形状に加工
さえできればいいわけではありません。加工途中で熱による
影響や余計な負荷がかかると、材料の性質や組織が変わっ
てしまうことがあるのです。決められた手順で加工する必要
があるのですが、その手順にはゆっくり切断したり少しずつ
変化を加えたりといった、弊社ならではのノウハウが込めら
れています。材質や目的に応じた適切な試験方法の選定、
ルールや手順に従った正確な試験を行うことによって、信頼
性の高いデータを出すことができるのです。
データの精度は大きな影響を及ぼします。一定基準を満たさ
ないものが世の中に出てしまうと、リコールやトラブルにつ
ながりかねません。発注いただく顧客だけではなく、その向
こう側にいる人々の安心安全に繋がっていることを、常に全
社員が意識して業務に取り組んでいます。

― オンリーワンポイントに繋がる御社の「特長」や「強み」 
 はどこにありますか？

 弊社の特徴は「一括受託試験システム」「独立資本による
第三者機関」「世界に認められた品質保証体制」の3つです。
中でも一括受託試験システムは、テーマへの参画から試験方
法の策定、試験片加工、試験の実施、解析・評価の結果報告後
のアフターフォローまで行えるワンストップサービス。お客様
に対する利便性の良さが強みです。報告後に異変があれば、
材料に問題があるのか試験途中の不具合なのかなど、どこ
に原因があったのかをたどることができるトレサビリティ
（追跡可能性）も大きなポイントです。
また、品質保証体制においては、外部機関の認定・認証を得
ることで、試験場としての客観的な品質保証力に信頼をいた
だいています。そのひとつが「Nadcap」です。Nadcapとは
航空宇宙・防衛産業界の特殊工程の国際認証制度で、
Nadcapの認証を取得しなければ、世界の航空宇宙関連プラ
イムメーカーのベンダーリストに登録されず、取引を行うこ
とすら適いません。弊社は、2006年に材料試験所としての
認定を、2017年には非金属材料試験（機械試験）の認定を、
いずれも国内企業として初めて取得。徹底した品質管理が行
われる航空機試験において、弊社のデータの信頼性が認め
られたのです。

― 一括受託試験システムを活かした技術開発も、
 御社の「強み」です

 技術開発の一例として、「ミニチュア試験片による一連の
評価ソリューション」という取り組みがあります。これは、採
取した最小限のサンプルからミニチュア試験片を加工したう
えで、独自開発した試験機を使用し、実機の余寿命評価や損
傷原因の調査に取り組もうというものです。
そもそも試験片の規格は、大きなサイズでの試験・評価が前
提です。しかし、希少な材料や小さな部品など、大きな試験片
が作れず評価ができない場合、小さなサンプルを使って評価
する必要があります。弊社には小さな試験片の加工技術も
試験技術もあるうえ、試験機も自社で開発・設計・製作を行っ
ています。こうした新しい試験方法の提案に取り組むことが
できるのは、一括受託試験システムを持つ弊社ならではの特
徴です。

― オリジナル技術を生み出すための社員教育や雰囲気づくり、 
 技術向上のための取り組みを教えてください

 品質管理に求められるのは人材の育成です。弊社では３
つの大きな取り組みを実施しています。
まずは、研修制度です。技術者としての能力を客観的に証明
するため、資格取得を推奨、支援しています。国家資格である
一級技能士（機械試験、組織試験など）の保有者が70名を超
えるなど、業務を通じて資格取得ができる環境を整えていま
す。また、大学や国内外の研究機関とも密に連携しており、最
先端の技術交流を行っています。さらに、博士号などの学位
取得への挑戦も大切な取り組みの一つです。
次に、技術顧問による教育プログラムがあります。九州大学
の名誉教授をはじめ、専門家を技術顧問として迎え入れてい
ます。さらに近年は、弊社が関わらせていただいた企業のプ
ロジェクト責任者にお越しいただき、試験による評価がどう
活用され、どんな結果に繋がったのかを講演いただく取り組
みも行っています。「見えない仕事」を「見える形」にして社員
に伝えることで、自分たちの仕事が役に立っていることを実
感できます。現場のモチベーションを高め、技術力向上にも
つながっていることを感じます。
さらに福利厚生の一環として、社員旅行や秋祭りなどを通じ
コミュニケーションを育みながら、働きやすい環境づくりも
行っています。

― 受託試験にとどまらず、新たな技術開発に取り組むための 
 最新情報を、どう獲得されていますか？ 

 顧客ニーズを掴むべく、営業活動に力を入れるとともに、
その顧客ニーズを叶えるための社内技術開発プロジェクト
を積極的に展開しています。中でも力を入れている取り組み
が、企業や大学との共同研究です。
大学や国立研究所へ技術者を派遣し、最先端技術の取得に
努めています。今後の展望として視野に入れているのが米国
の国立研究所との技術交流です。充実した環境で研究に携
わることで、まだ製造方法が確立されず製品化もされていな
い新素材に対し、パイオニアとしていかに試験の規格を見つ
け、自社独自のものにしていくかを大切にしています。

― 今後の展望をお聞かせください

 エネルギー業界、自動車業界、航空機業界に次ぐ新たな４
本目の主力業界を開拓することが目標です。さらに、国内だ
けでなく、国外の販路開拓を進めています。2017年に、フラ
ンス最大の国営研究機関である機械産業技術センター
（Cetim）と業務提携を行いました。また韓国やミャンマーか
らの技術者を受け入れることで、ヨーロッパとアジアのもの
づくりを繋ぐ架け橋として、研究支援事業をビジネス展開し
ていきたいと思っています。
一方、技術開発においては、主に火力プラントを対象とした
「放電サンプリング装置」の販路拡大を目指しています。サン
プル採取から試験片加工、試験、評価までをパッケージとし
て提案。データを蓄積することで、新しい試験方法としての
規格をつくりたいと考えています。

― 「オンリーワン企業」をめざす企業へのメッセージを
 お願いします

 自社を深く見つめると、必ず何かのオンリーワンが隠れて
いると思います。弊社は、特別なことをしてきたわけではあり

ません。誰かの真似をしたわけでも、お手本になる企業が
あったわけでもなく、顧客ニーズに耳を傾け、既存の技術や
サービスを磨き続けてきた結果だと考えています。業界の
リーディングカンパニーとして、試験ビジネスという新たな
領域を自分たちの手で切り開き、走り続けてきたという自負
を持って、日々の業務に取り組んでいます。
とは言え、弊社にも課題は多く残されています。例えば、顧客
から指示された試験を実施するだけのオペレーターから脱
却し、顧客に求められているニーズを読み取り試験を提案す
るエンジニアを増やすことなど、まだまだ取り組むべきこと
も山積しています。今後も更なる成長を目指し、努力を続け
ていきます。



 近年、顧客から高い評価を得ている装置が「放電サン
プリング装置」です。プラント実機等の大型部材からサン
プルを採取し、部材の余寿命評価や欠陥等の性状調査を、
高精度に行うため開発されました。
本装置は販売するだけではなく、株式会社神戸工業試験
場の技術者がプラント現地へ装置を搬入し、サンプリン
グまで行う受託業務としても活用されています。稼働中の

プラント設備検査の材料評価を効率化！

プラントを停めることなく、短時間かつあらゆる場所・部
位に対応してサンプルを採取できるため、電力業界をはじ
めとする顧客から高い評価を受けています。持ち帰ったサ
ンプルを試験片に加工し、材料試験や解析を行うことで、
プラントの余寿命評価や損傷原因の調査まで、一括受託
システムのメリットを活かし顧客の要望に応えています。



1947年 鶴井商店創業

1950年 湊川金属有限会社を設立

1961年 株式会社湊川金属テストピース製作所に改組

1968年 株式会社神戸工業試験場を設立

1985年 ツルイ化学株式会社を設立

2006年 Nadcapの材料試験所として認定取得
 （日本のラボ初）

2008年 KMTLエッジテック㈱設立

2015年 ㈱神戸工業試験場、㈱湊川金属テストピース製作所、
 ツルイ化学㈱が合併、
 新生「株式会社神戸工業試験場」として発足

2018年  地域未来牽引企業に選定


